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テキスト 1

告示第 611 号の解説及び構造規定について
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テキスト 1− 1

1. 告示第611号の改正概要

2

CLTパネル工法を用いた建築物又は建築物の構造部分の構造方法に
関する安全上必要な技術的基準を定める等の件の一部を改正する件

令和4年11月8日官報にて示された。

告示第611号の解説
及び

構造規定について

1

テキスト1

2024年1月12日
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テキスト 1− 2

改改正正のの効効果果改改正正前前改改正正後後該該当当箇箇所所

小幅パネル架構、大版パネ
ル架構①は、壁長さ1.5ｍ超
えの耐力壁のDsが緩和され
た。

小幅パネル架構、大版パネル
架構①は、構造特性係数は
壁長さによりDs＝0.4～0.55

小幅パネル架構、大版パネ
ル架構①は、構造特性係数
は、壁長さに関係なくDs＝0.4

第八 ルート3
第二号

応力割増し係数が緩和され
た。

小幅パネル架構、大版パネル
架構①は、最下階の壁パネ
ルと基礎の接合部の
応力割増し係数2.5

小幅パネル架構、大版パネ
ル架構①は、最下階の壁パ
ネルと基礎の接合部の
応力割増し係数2.0

第九 ルート2
第二号イ

小幅パネル架構、大版パネル
架構①は、上下階の壁パネ
ル相互又は壁パネルと床版、
小屋組、屋根版の接合部の
応力割増し係数は、壁長さに
より1.3～1.8

小幅パネル架構、大版パネ
ル架構①は、上下階の壁パ
ネル相互又は壁パネルと床
版、小屋組、屋根版の接合
部の応力割増し係数は、壁
長さに関係なく1.0

4

改改正正のの効効果果改改正正前前改改正正後後該該当当箇箇所所

4階建～6階建は、構造計算
ルート3となっていたが、ルー
ト2へ緩和された。

31ｍ以下
3階以下が
ルート2

31ｍ以下
6階以下が
ルート2で
設計対応可能

第一 適用の範囲
第二号

設計の自由度が増した。矩形のみ設計可
矩形ではない
四角形の床版
が設計可

第四 床版
第二号ハ
第三号

設計の自由度が増した。
通し壁は
ルート3で
設計可

通し壁が
ルート1
ルート2で
設計可

第五 壁等
第一号
第十 ルート1
第２項第四号

3
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テキスト 1− 3

2. 告示第611号の解説と構造規定について

6

改改正正のの効効果果改改正正前前改改正正後後該該当当箇箇所所

開口を設けた壁パネルが耐
力壁として扱えることになっ
た。

開口寸法24ｃｍ角
以下は開口が
設けられるが
耐力壁と
しての評価は不可

開口寸法25ｃｍ角
以下なら耐力壁と
して評価は可

第十 ルート1
第２項
第二号
第四号

終局引張耐力が、135ｋNから
25kNの接合部になった。

壁パネルと小
屋組、屋根版
は終局引張
耐力135ｋN

壁パネルと小
屋組、屋根版
は終局引張
耐力25ｋN

第十 ルート1
第２項
第七号

5
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テキスト 1− 4

第一 適用の範囲

高さが三十一メートルを超え又は地階を除く階数が
四以上の建築物

改正後 改正前

高さが三十一メートルを超え又は地階を除く階数が
七以上の建築物(耐力壁の構造が第五第三号ハに
掲げる基準に適合する場合にあっては、四以上）

■補足説明：ルート3が対象となる建築物の規模
架構形式の小幅パネル架構、大版パネル架構①は

改正後は階数緩和されています。
高さ31ｍ超え61ｍ以下で階数7階以上が

適用範囲となります。
ただし

架構形式の大版パネル架構②の場合は
4階以上の規定が適用されるので

改正前と同様な適用範囲となります。

二 二

8

第一 適用の範囲

改正なし

改正後 改正前

高さが六十一メートルを超える建築物 第十一に
指定する耐久性等関係規定（以下単に「耐久性等
関係規定」という。）に適合し、かつ、建築基準法
（昭和二十五年法律第二百一号。以下「法」とい
う。）第二十条第一項第一号後段に規定する構造
計算によって安全性が確かめられたものであること。

■補足説明：第二十条第一項第一号後段
・・・その構造方法は、荷重及び外力によって建築
物の各部分に連続的に生じる力及び変形を把握
することその他の政令で定める基準に従った構造
計算によって安全性が確かめられたものとして国
土交通大臣の認定を受けたものであること。

指定性能評価機関で性能評価の審査を経て
大臣認定を受ける必要があります。

一 一

7
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テキスト 1− 5

第二 材料 第三 土台

改正後 改正前

二

三

10

一

第二 材料 改正なし

二

一

第三 土台 改正なし

■補足説明：第一号では、直交集成板は、日本農林
規格告示第3079号に規定するもの。又は、法第37条
第2号の規定により国土交通大臣が認定し、かつ、許
容応力度及び材料強度の数値を指定したもので、ラミ
ナ厚さは、24mm以上から36mm以下と規定してます。
第二号では、構造耐力上主要な柱及び間柱、小梁な
どを除く横架材は、告示第1898号第一号から第六号
の基準に適合していることが規定されています。
第三号では、接合部に使用する材料を規定しています。

第三 土台 （以下略）・・・・
■補足説明：第一号では、土台を設ける場合は基礎
に緊結すること。
第二号では、土台を設ける場合の幅は、上部に設ける
耐力壁の厚さと同寸法以上とすることが規定されてい
ます。土台を配置するかしないかは、設計者の判断と
なります。

第二 材料 （以下略）・・・・

第一 適用の範囲

高さが三十一メートル以下又は地階を除く階数が
三以下の建築物

改正後 改正前

高さが三十一メートル以下又は地階を除く階数が
六以下の建築物(耐力壁の構造が第五第三号ハ
に掲げる基準に適合する場合にあっては、三以上）

■補足説明：ルート2が対象となる建築物の規模
小幅パネル架構、大版パネル架構①は
高さ31ｍ以下階数6階以下となります。
3階以下が6階以下に緩和されています。

ただし
大版パネル架構②の場合は

3階以下の規定が適用されるので
改正前と同様な適用範囲となります。

三 三

9
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テキスト 1− 6

第四 床版

改正後 改正前

床版に一の直交集成板で次のイからハまでの
いずれかに該当するものを使用する場合にあっ
ては、当該直交集成板の外層ラミナの方向は、
当該直交集成板の長辺方向又は短辺方向と
平行でなければならない。

床版に床パネル（一の直交集成板で次のイから
ハまでのいずれかに該当するものをいう。以下同
じ。）を使用する場合にあっては、床パネルとして
使用する直交集成板の外層ラミナの方向は、当
該床パネルの長辺方向又は短辺方向と平行でな
ければならない。

二 二

■補足説明：文章が変更されています。
「床パネル」から「直交集成板」となっています。

12

ロ 形状が矩形であるものに開口部等を設けたもので、
かつ、開口部等を設けない場合と同等以上の剛性
及び耐力を有するように当該開口部等の周囲が
補強されているもの

イ 改正なし
イ 形状が矩形せあり、かつ、構造上支障のある開口部

又は欠き込み（以下「開口部等」という。）は設けな
いもの

ロ 改正なし

第四 床版

改正後 改正前

一 改正なし

11

一 （以下略）・・・・

■補足説明：床版は、水平力によって生じる力を接合
部から耐力壁、土台又は基礎に伝えることができる構
造とする必要があると規定されています。
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テキスト 1− 7

第四 床版

改正後 改正前

床版に床パネル（一の直交集成板で、前号イ
からハまでのいずれかに該当するもの又は
形状が四角形であり、かつ、その剛性及び耐
力の低減について特別な調査若しくは研究の
結果に基づき算出した上で構造耐力上主要
な部分として構造計算によって構造耐力上安
全であることが確かめられたものをいう。以下
同じ）を使用する場合にあっては、床パネルを
平行するふたつの壁又ははりによって、構造
耐力上有効に支持しなければならない。ただ
し、特別な調査又は研究の結果に基づき、安
全上及び使用上支障のないことが確かめら
れた場合にあっては、この限りでない。

床版に床パネルを使用する場合にあっては、床
パネルは、平行するふたつの壁又ははりによっ
て、構造耐力上有効に支持しなければならない。
ただし、特別な調査又は研究の結果に基づき、
安全上及び使用上支障のないことが確かめられ
た場合にあっては、この限りでない。

三 三

■補足説明：平行するふたつの壁又ははりで支持され
ない四角形パネルの設計が構造計算で可能になる
緩和がされています。

14

第四 床版

改正後 改正前

形状が矩形であるものに開口等を設けたもので
かつ、当該直交集成板の剛性及び耐力の低減
について特別な調査又は研究の結果に基づき
算出した上で構造耐力上主要な部分として構造
計算によって構造耐力上安全であることが確か
められたもの

ハ 形状が矩形であるものに開口等を設けたもので
かつ、当該パネルの剛性及び耐力の低減につい
て特別な調査又は研究の結果に基づき算出し
た上で構造耐力上主要な部分として構造計算を
行うもの

ハ

■補足説明：文章が変更されています。
「行うもの」から「確かめられたもの」となりました。

13
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テキスト 1− 8

第五 壁等

改正後 改正前

二 壁パネルとして使用する直交集成板の外層ラミナ
の方向は、当該壁パネルの長辺方向又は短辺方
向と平行でなければならない。

二 改正なし

16

三 耐力壁の構造は、次のイ～ハまでのいずれかに適
合しなければならない。

三 改正なし

イ 改正なし

(1) 改正なし

イ 次の（1）から（3）までに掲げる基準に適合すること
■補足説明：イは、小幅パネル架構についての
規定です。

(1) 無開口壁パネルを使用し、有開口パネルを使用し
ないこと。

■補足説明：すべての架構を有開口パネルで構成
することは不可です。併用は可であるとの規定を
しています。

第五 壁等

改正後 改正前

耐力壁は、壁パネル（次に掲げるものをいう。
以下同じ。）を使用したものとし、建築物に作
用する水平力及び鉛直力に対して安全であ
るように釣合いよく配置するとともに、CLTパ
ネル工法を用いる建築物等の最下階の壁パ
ネルを除き、床版（当該耐力壁の構造が第三
号イ又はロに掲げる基準に適合する場合に
あって、かつ、二以上の階に連続して一の耐
力壁を設ける場合にあっては、当該耐力壁の
脚部のある階の床版）の上部に配置しなけれ
ばならない。 （以下、略） ・・・・・・・・・・・・・・・・

耐力壁は、壁パネル（次に掲げるものをいう。以
下同じ。）を使用したものとし、建築物に作用する
水平力及び鉛直力に対して安全であるように釣
合いよく配置するとともに、CLTパネル工法を用
いる建築物等の最下階の壁パネルを除き、床版
の上部に配置しなければならない。（以下略）・・・
・・・・・

一 一

■補足説明：小幅パネル架構、大版パネル架構①
において設けることができる「通し壁」 の規定が
追加されています。

15

イ 改正なし

ロ 改正なし

イ 無開口壁パネル（以下略）・・・・

ロ 有開口壁パネル（以下略）・・・・
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テキスト 1− 9

第五 壁等

改正後 改正前

18

（ⅰ）次に掲げる部分を緊結すること。
(イ)CLTパネル工法を用いる建築物等の最下階の

壁パネルと基礎又はこれに類する部分
(ロ)上下階の壁パネル相互又は壁パネルと床版

小屋組若しくは屋根版

(3)無開口壁パネルは、構造耐力上主要な部分であ
る床版その他の部分と構造耐力上有効に緊結し
なければならない。この場合において、無開口壁
パネル（垂れ壁パネル及び腰壁パネルを除く。）
の上下四隅は、次に掲げる基準に適合しなけれ
ばならない。

（ⅱ）接合部は、当該接合部に生ずる引張応力を伝え
るように緊結すること。

（ⅰ） 改正なし
(イ)

(ロ)

（ⅱ） 改正なし

(3) 改正なし

第五 壁等

改正後 改正前

17

（2） 改正なし(2)垂れ壁パネル（無開口壁パネルを垂れ壁として
使用する場合における当該無開口パネルをいう。
以下同じ。）を設ける場合にあっては当該垂れ壁
パネルの両側、腰壁パネル（無開口壁パネルを
腰壁として使用する場合における当該無開口パ
ネルをいう。以下同じ。）を設ける場合にあっては
当該腰壁パネルの両側に、袖壁パネル（無開口
壁パネルを袖壁として使用する場合における当
該無開口パネルをいう。以下同じ。）（ロに適合す
る耐力壁の構造と同一の方向（張間方向及び桁
行方向をいう。以下同じ。）で併用する場合にあっ
ては、袖壁パネル及び有開口壁パネルの袖壁部
分）を設け、構造耐力上有効に緊結しなければな
らない。
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テキスト 1− 10

第五 壁等

改正後 改正前

20

ロ 次の(1）から（3）までに掲げる基準に適合すること
■補足説明：ロは、大版パネル架構①を規定し

ています。
(1)有開口パネル又は有開口パネル及び無開口壁

パネル（垂れ壁パネル、腰壁パネル及び袖壁
パネルを除く。以下「独立無開口壁パネル」と
いう。）を使用すること。

(2)有開口壁パネルの端に袖壁部分を設けない場
合にあっては、当該有開口壁パネルの垂れ壁
部分又は腰壁部分（袖壁を設けていない部分
に限る。）は、当該有開口壁パネルと同一方向
に設けた独立無開口壁パネル（イに適合する耐
力壁の構造と同一の方向で併用する場合にあ
っては、無開口壁パネル（垂れ壁パネル、腰壁
パネルを除く。））又はほかの有開口壁パネル
の袖壁部分と構造耐力上有効に緊結しなけれ
ばならない。

ロ 改正なし

(1)  改正なし

(2) 改正なし

第五 壁等

19

■補足説明：下図は、告示解説書に記載されている小幅パネル架構の構成例

図2.2.5-5 小幅パネル架構の条件

（a） 可 （b） 可 （c） 可 （d） 不可 （e） 可

直交壁・柱
小幅パネル架構大版パネル架構1

袖壁パネル、袖壁部分の四隅は、引張応力を伝えるように緊結します。
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テキスト 1− 11

第五 壁等

22

■補足説明：下図は、告示解説書に記載されている大版パネ架構①の構成例

独立無開口壁パネル
無開口壁パネル

一端に袖壁部分の無い
有開口壁パネル

図2.2.5-6 大版パネル架構①の条件

他の有開口壁パネルの
袖壁部分

（a） 有開口壁パネルのみの場合 （c） 一端に袖壁の無い有開口壁パネル（他の袖壁部分に接
する場合）

（b） 一端に袖壁の無い有開口壁パネル（無開口壁パネルに接す
る場合）

一端に袖壁部分の無い
有開口壁パネル

袖壁パネル、袖壁部分の四隅は、引張応力を伝えるように緊結します。

第五 壁等

改正後 改正前

21

(3)独立無開口壁パネル及び有開口壁パネルは、
構造耐力上主要な部分である床版その他の
部分と構造耐力上有効に緊結しなければなら
ない。この場合において、独立無開口壁パネ
ル及び有開口壁パネルの袖壁部分の上下四
隅は、イ（3）（ⅰ）及び（ⅱ）に掲げる基準に適
合しなければならない。

(3) 改正なし
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テキスト 1− 12

第五 壁等

改正後 改正前

四 地階の壁は、鉄筋コンクリート造としなければならな
い。ただし、直接土に接する部分及び地面から三十
センチメートル以内の外周の部分以外の壁は、構
造耐力上安全なものとした壁パネルを使用すること
ができる。

四 改正なし

24

第五 壁等

改正後 改正前

23

ハ （以下略）・・・・
■補足説明：以下は、大版パネル架構②を規定して
います。
(1)（以下略）・・・・
(2)（以下略）・・・・

ハ 改正なし

(1) 改正なし
(2) 改正なし

■補足説明：下図は、告示解説書に記載されている大版パネ架構②の構成例

独立無開口壁パネル
無開口壁パネル

一端に袖壁部分の無い
有開口壁パネル

図2.2.5-7 大版パネル架構②の条件 (破線部に引張接合部を設けないことが大版パネル架構①と異なる)

他の有開口壁パネルの
袖壁部分

（a） 有開口壁パネルのみの場合 （c） 一端に袖壁の無い有開口壁パネル（他の袖
壁部分に接する場合）

（b） 一端に袖壁の無い有開口壁パネル
（無開口壁パネルに接する場合）

一端に袖壁部分の無い
有開口壁パネル

左図の破線部分は
引張応力を伝えるように
緊結していません。
開口部側の上下には
引張応力を伝える緊結は
していません。
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テキスト 1− 13

26

第七 防腐措置等

改正後 改正前

三 構造耐力上主要な部分のうち、直接土に接する部
分及び地面からサンジュセンチメートル以内んも外
周の部分は、鉄筋コンクリート造若しくは鉄骨造と
するか、又は腐朽及びしろありその他の虫による害
を防ぐための措置を講じなければならない。

三 改正なし

四 改正なし四 腐食のおそれのある部分及び常時湿潤状態とな
るおそれのある部分の部材を緊結するための金物
には、有効なさび止めのための措置を講じなけれ
ばならない。

第六 小屋組等
改正後 改正前

(以下略）・・・・・・ 改正なし

25

第七 防腐措置等

改正後 改正前

一 土台及び耐力壁が基礎と接する面の下地には、防水
紙その他これに類するものを使用しなければならな
い。

一 改正なし

二 地面から1メートル以内の構造耐力上主要な部分
（床版の屋外にに面しない部分を除く。）に使用す
る木材には、有効な防腐措置を講ずるとともに、
必要に応じて、しろありその他の虫による害を防ぐ
ための措置を講じなければならない。

二 改正なし

■補足説明：第六小屋組等は、第四床版 第一号から
第五号に掲げる基準に準拠することを規定しています。
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テキスト 1− 14

第八 保有耐力計算と同等以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート3）

改正後 改正前

建築物の各階のDsは、次のイからトまでに定める
基準に適合する場合にあっては次の表の上欄に
掲げる耐力壁の構造に応じてそれぞれ同表の下
欄に掲げる数値以上の数値し、当該基準に適合し
ない場合にあっては、〇.七五以上の数値とする。
ただし、特別な調査又は研究基づき、当該建築物
の振動に関する減衰性及び当該階の靭性を適切
に評価して算出することができる場合においては、
当該算出によることができる。

建築物の各階のDsは、次のイからトまでに定める
基準に適合する場合にあっては耐力壁の構造並び
に無開口パネル（垂れ壁パネル及び腰壁パネルを
除く。）及び有開口パネルの袖壁部分（以下「無開
口壁パネル等」という。）の長さに応じて次の表に掲
げる数値以上の数値とし、・・・・・・・（以下、略）

二 二

28

■補足説明：Dsは、耐力壁の構造が、小幅パネル
架構、大版パネル架構①、大版パネル架構②のい
ずれかに該当している場合は表の数値を採用でき
ます。
架構形式が前記に該当しない場合は、0.75以上を
用いるか、「設計施工マニュアル第Ⅲ部第5章5.2.2」
に示されている増分解析の結果に基づいたDs以上
を用いることになります。

第八 保有耐力計算と同等以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート3）

改正後 改正前

■補足説明:令第三章第八節第二項第一款の二に
定めるところによる構造計算と規定しています。
条文の令第三章第八節第二項第一款の二には
保有耐力計算が規定されています。

一 改正なし

27

令第八十一条第二項第一号イに規定する保有水平耐
力と同等以上に 安全性を確かめることができる構造計
算は、次に定める基準に従った構造計算とする。

一（以下略）・・・・・

■補足説明:令第八十一条第二項第一号イは、「高さ
が31ｍを超える建築物に対して国土交通大臣が定
める基準に従った構造計算」を用いることができるこ
とを規定しています。
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テキスト 1− 15

第八 保有耐力計算と同等以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート3）

改正後 改正前

次に掲げる引張応力を負担する接合部（以下「引
張接合部」という。）が、それぞれ次に定める基準
に適合すること。

ニ 引張応力を負担する接合部（以下「引張接合
部」という。）が、その緊結部分に応じて、それ
ぞれ次に定める基準に適合すること。

ニ

■補足説明：文章を変更されています。

（1） CLTパネル工法を用いる建築物の最下階の壁パ
ネルと基礎又はこれに類する部分との接合部
当該接合部の引張応力に対して有効な部分の
終局引張耐力時の変形量が四センチメートル以
上で、伸び率（当該接合部の引張応力に対して
有効な部分の長さに対する当該部分の終局引張
耐力時の変形量の割合をいう。以下同じ。）が十
パーセント以上であること。

（1） 第五第三号イ（3）（ⅰ）（イ）に掲げる部分
（以下、略）

30

第八 保有耐力計算と同等以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート3）

改正後 改正前

29

イ 耐力壁の構造が、次のいずれかに該当するもので
あること。
(1) 第五第二号及び第三号イ（（2）を除く。）又は

ロ（（2）を除く。)に掲げる基準に適合すること。
（2）第五第三号ハ（（1）（同号ロ（2）に係る部分に

限る。）を除く。）に掲げる基準に適合すること。

イ 改正なし

無開口壁パネル（垂れ壁パネル及び腰壁パネル
を除く。）及び有開口壁パネルの袖壁部分（以下
「無開口壁パネル等」という。）の長さが九十セン
メートル以上であること。

ロ 無開口壁パネル等の長さが九十センチメートル
以上であること。

ロ

■補足説明：文章が追加されています。

ハ 改正なしハ 垂れ壁パネル及び有開口壁パネルの垂れ壁部分
(以下 「垂れ壁パネル等」という。）並びに腰壁パ
ネル及び有開口壁パネルの腰壁部分（以下 「腰
壁パネル等」という。）の長さが七十センチメートル
以上四メートル以下であること。
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テキスト 1− 16

第八 保有耐力計算と同等以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート3）

改正後 改正前

32

へ

ト

（2） 有開口壁パネルに垂れ壁部分を設ける場合は
厚さが垂れ壁パネルと同寸法以上で幅が四十
五ミリメートル以上の受け材を設置すること。

耐力壁線上に壁パネルを設けない部分を有する場
合にあっては、当該部分の上部に設けられたはり、
床版又は屋根版が脱落しないための措置を講じて
いること。

第五第三号イ（3）（ⅰ）（イ）に掲げる部分の接合部
が降伏する場合において、当該接合部以外のCLT
パネル工法を用いる建築物等の部分が降伏しない
ことが確かめられたものであること。

へ 改正なし

ト 改正なし

（2） 改正なし

■補足説明：トの第五第三号イ（3）（ⅰ）（イ）に掲げる
部分は、最下階の壁パネルと基礎の接合部分です。

第八 保有耐力計算と同等以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート3）

改正後 改正前

■補足説明：文章を変更しています。

上下階の壁パネル相互の接合部又は「壁パネル
と床版との接合部 当該接合部の引張応力に
対して有効な部分の終局耐力時の変形量が二セ
ンチメートル以上で、伸び率が十パーセント以上
であること。

（2） 第五第三号イ（3）（ⅰ）（ロ）に掲げる部分
（以下、略）

（2）

31

ホ ホ 改正なし垂れ壁パネル等を設ける場合にあっては、次に
掲げる措置又はこれと同等以上に有効な垂れ壁
等の脱落防止措置を講じていること。

（1） 垂れ壁パネルを設ける場合にあっては、袖壁
パネルに幅が四十五ミリメートルの欠き込みを
設け、又は厚さが垂れ壁パネルと同寸法以上
で幅が四十五ミリメートル以上の受け材を設置
すること。

（1） 改正なし
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テキスト 1− 17

第九 許容応力度等計算と同等以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート2）

改正後 改正前

令第八十一条第二項第二号イに規定する許容応力度
等計算と同等以上に安全性を確かめるkとができる構造
計算は、次の基準に従った構造計算とする。

改正なし

一 一 改正なし

34

令第八十二条の六に定めるところによる。

■補足説明：許容応力度計算、層間変形角1/200以
下の確認、剛性率0.6以上の確認、偏心率0.15以下
の確認 及び屋根ふき材等の構造計算が規定されて
います。

第八 保有耐力計算と同等以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート3）

改正後 改正前

33

数数値値耐力壁の構造

00..44
イイ（（11））にに適適合合すするるもものの

（小幅パネル架構
大版パネル架構①）

0.55
イイ（（22））にに適適合合すするるもものの
（大版パネル架構②）

この表において、Dsを算定する階における耐耐力力壁壁のの構構造造ににつついいてて、異なる区分のものが
混在する場合は、00..5555をを当当該該階階ののDDssととすするる。。

■補足説明：表の文章が変更されています。
小幅パネル架構大版パネル架構①は、Ds＝0.4～0.55が
Ds＝0.4に緩和されています。
大版パネル架構②は改正前と同様です。

無開口壁パネル等の長さ

耐力壁の構造
22..00ｍｍをを超超ええるる場場合合

11..55ｍｍをを超超ええ22..00ｍｍ以以
下下のの場場合合

9900ｃｃｍｍ以以上上11..55ｍｍ以以
下下のの場場合合

00..555500..5500..44
小幅パネル架構
大版パネル架構①

0.55大版パネル架構②

この表において、Dsを算定する階における耐耐力力壁壁のの構構造造及及びび無無開開口口壁壁パパネネルル等等のの長長ささにに
つついいてて、異なる区分のものが混在する場合は、異異ななるる区区分分ごごととのの数数値値ののううちち最最大大のの数数値値を
当該階のDsとする。
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テキスト 1− 18

第九 許容応力度等計算と同等以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート2）

改正後 改正前

数数値値耐耐力力壁壁のの構構造造

22..00

第第五五第第三三号号イイままたたははロロにに掲掲げげ
るる基基準準にに適適合合すするるもものの

（小幅パネル架構
大版パネル架構①）

2.5
第第五五第第三三号号ハハにに掲掲げげるる基基準準

にに適適合合すするるもものの
（大版パネル架構②）

ここのの表表ににおおいいてて応応力力割割増増しし係係数数をを算算定定すするる階階ににおおけけるる耐耐力力壁壁のの構構造造ににつついいてて、、異異ななるる区区
分分ののももののがが混混在在すするる場場合合はは、、22..55をを当当該該階階のの応応力力割割増増しし係係数数ととすするる。。

イの続き イの続き

■補足説明：基礎と壁パネル以外の緊結部分につい
て、小幅パネル架構、大版パネル架構①は、応力割
増し係数が、2.5から2.0へと緩和されています。
大版パネル架構②は改正前と同様です。

36

改正により新設

第九 許容応力度等計算と同等以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート2）

改正後 改正前

令第八十二条第一号の規定により計算した当
該階の構造耐力上主要な部分に生ずる令第八
十八条第一項の規定による地震力による応力
の数値に、次に掲げる構造耐力上主要な部分
の種類に応じてそれぞれ次に定める応力割増し
係数を乗じて得た数値を当該応力の数値として
令第八十二条第二号及び第三号に規定する構
造計算を行うこと。

令第八十二条第一号の規定により計算した当該
階の構造耐力上主要な部分に生ずる令第八十
八条第一項の規定による地震力による応力の数
値に、構造耐力上主要な部分の種類に応じて次
に掲げる応力割増し係数を乗じて得た数値を当
該応力の数値として令第八十二条第二号及び第
三号に規定する構造計算を行うこと。

二 二

イ 引張接合部（上下階の壁パネル相互又は壁パ
ネルと床版の接合部に限る。）及びせん断応力
を負担する接合部（以下「せん断接合部」とい
う。）耐力壁の構造に応じて次の表に掲げる数
値以上の数値とする。

イ 引張接合部（第五第三号イ（３）（ⅰ）（イ）に掲げ
る部分の接合部を除く。）及びせん断応力を負
担する接合部（以下「せん断接合部」という。）
二・五以上の数値とする。

35

■補足説明：表の文章が変更されています。
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テキスト 1− 19

改正後 改正前

2

第九 許容応力度等計算と同等以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート2）

■補足説明：第2項第一号、第二号が新設され、接合
部の性能が規定されました。

前項に定める基準に従った構造計算は、次の各
号に掲げる引張接合部が、当該各号に定める基
準に適合する場合に適用する。

一 CLTパネル工法を用いる建築物等の最下階の壁
パネルと基礎又はこれに類する部分との接合部

当該接合部の引張応力に対して有効な部分の
終局引張耐力時の変形量が四センチメートル以
上で、伸び率が十パーセント以上であること。

二 上下階の壁パネル相互の接合部又は壁パネル
と床版との接合部

当該接合部の引張応力に対して有効な部分の
終局引張耐力時の変形量が二センチメートル以
上で、伸び率が十パーセント以上であること。

38

2  改正により新設

一 改正により新設

二 改正により新設

改正後 改正前

イ以外の構造耐力上主要な部分（壁パネルと小屋
組又は屋根版の引張接合部を除く）。 次に掲げる
基準に適合する場合にあっては耐力壁の構造に応
じて次の表に （中略） 二・五以上の数値

イ以外の構造耐力上主要な部分 次に掲げる基
準に適合する場合にあっては耐力壁の構造及び
無開口壁パネル等の長さに応じて次の表に （中
略） 二・五以上の数値とする。

ロ ロ

無開口壁パネル等の長さ

耐力壁の構造
22..00ｍｍをを超超ええるる場場合合

11..55ｍｍをを超超ええ22..00ｍｍ以以
下下のの場場合合

9900ｃｃｍｍ以以上上11..55ｍｍ以以
下下のの場場合合

11..8811..6611..33

ロロ（（22））（（ⅰⅰ））にに適適合合すするる
もものの

小幅パネル架構
大版パネル架構①

1.8
ロロ（（22））（（ⅱⅱ））にに適適合合すするる

もものの
大版パネル架構②

この表において、応力割増し係数を算定する階における耐耐力力壁壁のの構構造造及及びび無無開開口口壁壁パパネネ
ルル等等のの長長ささににつついいてて、異なる区分のものが混在する場合は、異異ななるる区区分分ごごととのの数数値値ののううちち
最最大大のの数数値値を当該階の応応力力割割増増しし係係数数とする。

数数値値耐力壁の構造

11..00
ロロ（（22））（（ⅰⅰ））にに適適合合すするるもものの

（小幅パネル架構
大版パネル架構①）

1.8
ロロ（（22））（（ⅱⅱ））にに適適合合すするるもものの

（大版パネル架構②）

この表において応力割増し係数を算定する階における耐力壁の構造ににつついいてて、異なる区
分のものが混在する場合は、11..88を当該階の数数値値とする。

第九 許容応力度等計算と同等以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート2）

■補足説明：基礎と壁パネルの緊結部分において小幅
パネル架構、大版パネル架構①は、壁長さに応じて1.3
～1.8の応力割増し係数が規定されていましたが、壁長
さに関係 なく1.0に緩和されています。

37
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テキスト 1− 20

改正後 改正前

第十 令第八十二条各号及び令第八十二条の四に定めるところによる構造計算と同等
以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート1）

40

ハ 令第八十二条の六第二号ロに定めるところにより張
り間方向及び桁行方向の偏心率を計算し、それぞ
れ〇・一五を超えないことを確かめること。ただし、
偏心率が〇・一五を超える方向について、次のいず
れかに該当する場合にあっては、この限りでない。

ハ 改正なし

（1）（以下略）・・・・

■補足説明：偏心率が0.15を超え0.3以下の場合
は、告示第1792号第7の表2のFeの数値を乗じた
数値以上として令第82条第1号から第3号までの
計算をして安全が確かめられた場合は可と規定し
ています。

（2）（以下略）・・・・・
■補足説明：偏心率が0.15を超え0.3以下の場合
は、ねじれ補正係数を乗じて令第82条第1号から
第3号までの計算をして安全が確かめられた場合
は可と規定しています。

（2） 改正なし

二 前号イに定めるところによる。 二 改正なし

（1） 改正なし

改正後 改正前

第十 令第八十二条各号及び令第八十二条の四に定めるところによる構造計算と同等
以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート1）

一

令第八十一条第三項に規定する令第八十二条各号及
び令第八十二条の四に定めるところによる構造計算と
同等以上に安全性を確かめることができる構造計算は、
次の各号に定まる基準のいずれかに従った構造計算と
する。

一 改正なし次に定めるところによること。

39

改正なし

イ 令第八十二条各号及び令第八十二条の四に定
めるところによること。

ロ 令第八十八条第一項に規定する標準層せん断
力係数を〇・三以上として計算した地震力によっ
て構造耐力上主要な部分（耐力壁を除く。)に生じ
る力を計算して令第八十二条第一号から第三号
までに規定する構造計算を行うこと。

イ

ロ

■補足説明：壁量の検討以外は、標準層せん断力係
数0.3を用いて許容応力度設計を行うこと。及び、屋
根ふき材等の構造計算をすることが規定されていま
す。
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テキスト 1− 21

改正後 改正前

第十 令第八十二条各号及び令第八十二条の四に定めるところによる構造計算と同等
以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート1）

■補足説明：耐力壁は、上下階の長さを同じとした連
層壁とし下階は上階と同じか厚い耐力壁とすること
が規定されています。

イ 上階の無開口壁パネル等と同じ長さ、かつ、同寸法
以上の厚さであること。

イ

42

三 耐力壁として設ける無開口壁パネル等の下階に、
次に掲げる基準に適合する無開口壁パネル等を
耐力壁として設けること。

一 改正なし

ロ 接合部（第五第三号イ（3）（ⅰ）（イ）に掲げる部分の
接合部を除く。）は、上階の無開口壁パネル等の接
合部と同等の耐力及び変形性能を有するものであ
ること。

ロ

改正後 改正前

2

第十 令第八十二条各号及び令第八十二条の四に定めるところによる構造計算と同等
以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート1）

■補足説明：耐力壁パネルに25ｃｍ角以下の開口
部等を設けることができる緩和がされています。

前項第一号に定める基準に従った構造計算は、
（以下、略）・・・・

二 耐力壁として設ける無開口壁パネル又は有開口壁
パネルの垂れ壁部分、腰壁部分若しくは袖壁部分
（以下この号において「垂れ壁部分等」という。）で
あって、第四第二号ハに該当するものにあっては、
無開口壁パネル又は有開口壁パネルの垂れ壁部
分等に設けた開口部等の寸法は二十五センチメー
トル角以下とするとともに、無開口壁パネル又は有
開口壁パネルの垂れ壁部分等が構造耐力上安全
であるよう当該開口部等を適切な位置に設けること。

2 前項の場合において、同項第一号に定める基準に
従った構造計算は、（以下、略）

二 耐力壁として設ける無開口壁パネル又は有開口壁
パネルの袖壁部分、垂れ壁部分若しくは腰壁部分
に第四第二号ハに該当する開口部等を設ける場
合にあっては、当該開口部等の寸法は、二十四セ
ンチメートル角以下であること。

41

一 耐力壁の構造が、第五第三号イ又はロに掲げる基
準に適合するものであること。

一 改正なし
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テキスト 1− 22

改正後 改正前

第十 令第八十二条各号及び令第八十二条の四に定めるところによる構造計算と同等
以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート1）

五 第八第二号ホ及びへに掲げる基準に適合すること。

2項 2項

五 第八第二号ホ掲げる基準に適合すること。

■補足説明：床版、屋根版の脱落防止の規定が追加
されています。

44

六 六 改正なし耐力壁として設ける壁パネルは、直行集成板規格
第三条に規定する強度等級S60-3-3若しくはMx60
-5-5に該当する直行集成板でラミナの厚さが24ミリ
メートル以上36ミリメートル以下のもの又はこれと
同等以上の耐力を有するもの使用すること。

改正後 改正前

第十 令第八十二条各号及び令第八十二条の四に定めるところによる構造計算と同等
以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート1）

■補足説明：耐力壁の許容せん断耐力を、層せん断力
が作用することで生じる各壁の転倒モーメントから算定
することができることが追加されています。
また、第2号の開口部部を設けたパネルを耐力壁に採用で
きる緩和がされています。

四 各階の耐力壁として設ける無開口パネル等の長さ
は、次の式に適合するものとすること。ただし、特
別な調査又は研究の結果に基づき、当該耐力壁
の脚部における曲げモーメントを適切に評価して算
出することができる場合においては、当該算出に
よることができる。
（中略）
（長さが九十センチメートル以上二メートル以下で
あるものに限る。）
（中略）
（長さが九十センチメートル以上四メートル以下で
高さが五十センチメートル以上のものに限る。

2項続き 2項続き

四 各階の耐力壁として設ける無開口パネル等の長さ
は、次の式に適合するものとすること。

43

（中略）
（長さが九十センチメートル以上二メートル以下であるも
のに限り、第二号の規定による開口部等を設けたものを
除く。）
（中略）
（長さが九十センチメートル以上四メートル以下で高さが
五十センチメートル以上のものに限り、第二号の規定に
よる開口部等を設けたものを除く。）
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テキスト 1− 23

改正後 改正前

第十 令第八十二条各号及び令第八十二条の四に定めるところによる構造計算と同等
以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート1）

2項第七号イの続き

46

（2） 改正なし（2） ABR490でねじの呼びがM16のボルトを有効長
さ40センチメートル以上確保して、直行集成板
に鋼板を介して終局引張耐力が86キロニュー
トン以上となるように緊結したもの。

2項第七号イの続き

ロ 上下階の壁パネル相互の接合部又は壁パネルと
床版との接合部
次のいずれかに適合するもの。

ロ 第五第三号イ（３）（ⅰ）（ロ）に掲げる部分
次のいずれかに適合するもの。

（1） U形の鋼材その他これに類するものにABR
490でねじの呼びがM20以上のボルトを有効
長さ20センチメートル以上を確保して接合した
金物を、直行集成板に終局引張耐力が135キ
ロニュートン以上となるように緊結したもの。

（1） 改正なし

■補足説明：文章が変更されています。

改正後 改正前

第十 令第八十二条各号及び令第八十二条の四に定めるところによる構造計算と同等
以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート1）

七 次に掲げる引張接合部が、それぞれ次に掲げるも
のであること。

2項 2項

七 引張接合部が、緊結する部分に応じ、それぞれ次
に掲げるものであること。

イ CLTパネル工法を用いる建築物等の最下階の壁
パネルと基礎又はこれに類する部分との接合部
次のいずれかに適合するもの。

イ 第五第三号イ（３）（ⅰ）（イ）に掲げる部分
次のいずれかに適合するもの。

（1） 改正なし

45

（1） U形の鋼材その他これに類するものにJIS B
1220（構造用転造両ねじアンカーボルトセッ
ト）-2010のうちABR490に適合するもの（以
下単に「ABR490」という。）でねじの呼びが
M16のボルトを有効長さ40センチメートル
以上となるように緊結したもの

■補足説明：文章が変更されています。
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テキスト 1− 24

改正後 改正前

48

八 八 改正なし壁パネル相互を緊結する場合にあっては接合部の
短期に生ずる力に対する許容せん断耐力が一箇
所当り五十二キロニュートン以上、床パネル相互
又は耐力壁線上に設けるはりその他の横架材相
互を緊結する場合にあっては接合部（床パネル相
互を緊結する場合にあっては、床パネル相互が接
する線と耐力壁線が交さする部分に限る。）の短期
に生ずる力に対する許容引張耐力が一箇所当り
五十二キロニュートン以上となるようにすること。

第十 令第八十二条各号及び令第八十二条の四に定めるところによる構造計算と同等
以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート1）

改正後 改正前

第十 令第八十二条各号及び令第八十二条の四に定めるところによる構造計算と同等
以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート1）

47

2項第七号ロの続き 2項第七号ロの続き

（2） ABR490でねじの呼びがM20のボルトを有効長
さ20センチメートル以上確保して、直行集成板
に鋼板を介して終局引張耐力が135キロニュ
ートン以上となるように緊結したもの。

（2） 改正なし

（3） 改正なし（3） 第八第二号ニ（2）に定める基準に適合し、かつ、
135キロニュートン以上の終局引張耐力を有す
るもの

ハ 壁パネルと小屋組又は屋根版との接合部 二十五
キロニュートン以上の終局引張耐力を有するもの

ハ 新設

■補足説明：耐力壁パネルと小屋組、屋根版との接
合部の規定が「ハ」で新設されています。
改正により終局引張耐力135ｋNが25ｋNに緩和され、
金物の合理化が可能となりました。
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テキスト 1− 25

改正後 改正前

第十一 耐久性等関係規定の指定

50

改正なし令第三十六条第一項に規定する耐久性等関連規
定として、第七に定める安全上必要な技術的基準
を指定する。

改正後 改正前

49

九 九 改正なし耐力壁である壁パネルと次に掲げる部分を緊結す
る場合にあっては、金物その他これに類するものの
間隔を一メートル以下として当該壁パネルの部分に
配置するとともに、当該接合部の短期に生ずる力に
対する許容せん断耐力が次に掲げる部分に応じて、
それぞれ次に掲げる数値以上となるようにすること。

イ 基礎又は土台 一箇所当り四十七キロニュートン イ 改正なし

ロ 床版、小屋組又は屋根版 一箇所当り五十四キ
ロニュートン

ロ 改正なし

第十 令第八十二条各号及び令第八十二条の四に定めるところによる構造計算と同等
以上に安全を確かめることができる構造計算（ルート1）
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テキスト 1− 26

改正後 改正前

第十二 令第三十六号第二項第一号の規定に基づく技術的基準の指定

51

令第三十六条第二項第一号の規定に基づき、第八
に規定する構造計算を行った場合に適用を除外する
ことができる技術的基準として、第三第二号、第四、
第五（第三号イ（3）前段、ロ（3）前段及びハ（2）前段
を除く。）及び第六に定める技術的基準を指定する。

■補足説明：ルート3により適用を除外できる内容は
以下になります。
第三第二号は、土台の幅を耐力壁の厚さと同寸法
以上とする規定が該当します。
第四は、床版のすべての規定が該当します。
第五（第三号イ（3）前段、ロ（3）前段及びハ（2）前段
を除く。）は、構造耐力上主要な部分である床版その
他の部分と構造耐力上有効に緊結しなければならな
いと規定している箇所を除いた第五の規定が該当し
ます。
第六は、小屋組等のすべての規定が該当します。
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テキスト 2− 1

（1）告示第611号 第四 床版 第一号

床床版版はは、水平力によって生じる力を構造耐力上有効に耐力壁（最下階に床版を設ける場合にあっては、土台
又は基礎）に伝えることができる剛剛性性及及びび耐耐力力をを有有すするる構構造造としなければならない。ただし、建築物に作用する
水平力を負担しない部分については、この限りでない。

・ 告示第611号 第四 床版 第一号の逐条解説文

床版は・・・他の木質構造建築物と同様に、製製材材・・集集成成材材等等にによよるる軸軸材材（（梁梁・・根根太太等等））とと構構造造用用合合板板等等のの面面材材にに
よよっってて構構成成ししててもも良良いい。ただし、・・・水平力によって生じる力に対して水平構面自体が有効に抵抗し、かつ、
それらの力を耐力壁等の他部材に有効に伝達できる剛性・耐力が必要である。・・・・

水平力によって床版に生じる力として、他の木質構造建築物と同様に、水水平平構構面面ととししててのの面面内内せせんん断断力力及及びび
水水平平構構面面端端部部のの引引張張力力が挙げられる。また、耐耐力力壁壁線線のの水水平平変変形形がが不不均均一一ににななるるここととをを防防止止すするるたためめにに面面内内
剛剛性性をを確確保保することも重要である。・・・

・ 条文

2

CLT関連告示解説セミナー

「CLT関連告示等解説書（2016年発行）」のCLTパネル工法 技術基準告示第611号
告示の条文、逐条解説部分の補足説明

（2022年11月8日に施行された告示改正内容以外の部分）

2024年1月12日

1

テキスト2
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テキスト 2− 2

①軸材(梁)と構造用面材で床版を構成した例 ②床パネルで床版を構成した例

床パネル相互の面内せん断力に対する緊結は、合板スプラ
インを用い床構面端部に生じる引張力及び壁パネルと垂れ
壁パネルの突合せ部分の上で生じる引張力に対しては、引
張金物で床パネル相互を緊結します。
ルート1を採用して設計する場合は、クロスマーク表示金物
STFを用います。

大地震時に壁パネルと垂れ壁パネルの突合せ部分の上で軸材が損傷しても、
耐力壁線に作用しているせん断力を隣接する軸材に伝達できるように引張金
物を配置します。
また、頭つなぎとなる軸材に取り付く部材は、脱落しない様に金物などで緊結し
ます。上図の引張金物は、クロスマーク表示金物STFで納まらない場合には特
注の引張金物になります。
ルート1を採用して設計する場合は、第十第2項第八号で規定している一箇所当
り短期許容引張耐力が52ｋN以上の引張金物を配置することになります。
引張金物は、壁パネル下部で床面との間に隙間が生じるなど、構造上の支障
が生じないように設計します。

4

床構面を軸材と面材で構成した場合は、床構面に作用する水平力に対して「設計施工マニュアル
第Ⅲ部第4章4.1.2応力計算」により、面面内内にに生生じじるるせせんん断断力力、、水水平平構構面面端端部部にに生生じじるる引引張張力力にに対対
ししてて構構造造耐耐力力上上安安全全なな設設計計をを行行ううことになります。
また、
床構面を軸材と面材で構成した場合は、耐耐力力壁壁線線上上のの軸軸材材はは頭頭つつななぎぎととししてて機機能能すするるののでで軸軸材材
相相互互のの継継手手部部とと下下図図のの赤赤丸丸のの部部分分ににはは、、第第四四第第四四号号でで規規定定さされれてていいるる「「当当該該部部分分にに生生ずずるる引引張張
力力」」がが作作用用すするるののでで、、軸軸材材のの上上面面やや側側面面にに引引張張接接合合部部をを設設けけるる必要があります。
また、大地震時に軸材が損傷した場合には、軸軸材材にに取取りり付付くく部部材材がが脱脱落落ししなないい措措置置をを講講じじるる必要
があります。

・ 告示第611号 第四 床版 第一号の補足説明

逐条解説では、床構面に生じる応力と構面の剛性について記載がありますが、軸材と面材を用い
てどのように構成するかは示されていません。ここでは、軸材と面材でどのように構成するかにつ
いて補足説明します。

3
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テキスト 2− 3

B

C

D

E

F

B-Gの一点鎖線がθが30度の場合の辺です。
この場合、E-Gの長さが2.0ｍを超えるので、ＢＧＥの荷重を有効矩形に円滑に伝えて支持するには
条件が厳しくなります。
よって、有効矩形BCDEでBEFの荷重を支持する場合は、ＥＥ--ＦＦのの寸寸法法がが有有効効矩矩形形のの幅幅ＢＢ--ＣＣのの寸寸法法
をを超超ええなないいよよううなな形形状状がが望望ままししいい形形状状です。

・ 告示第611号 第四 床版 第二号の補足説明

ここでは、台形パネルの望ましい形状について
補足説明します。

単位mm

6

（2）告示第611号 第四 床版 第二号

床版に一の直交集成板で次のイからハまでのいずれかに該当するものを使用する場合にあっては、当該直交
集成板の外層ラミナの方向は、当該直交集成板の長辺方向又は短辺方向と平行でなければならない。

・ 告示第611号 第四 床版 第二号の逐条解説文

・・・形形状状がが矩矩形形ででなないい床床パパネネルルににつついいててはは、、矩矩形形パパネネルルをを切切りり欠欠いいたたももののととししてて、、そそのの切切りり欠欠きき部部分分をを本本号号
にに規規定定さされれるる「「開開口口部部等等」」ととみみななししててハハのの規規定定をを適適用用すするるここととががででききるる。。このとき、図2.2.4-2に示すような床パ
ネルで、外層ラミナ方向と辺のなす角角度度θθがが3300度度程程度度以以下下のものについては、図2.2.4-2中の破線部分のよ
うに、辺が外層ラミナ方向と平行な矩形部分を有効矩形とし、有効矩形の断面性能により応力算定・断面検
定やたわみ計算等を行う場合はハの規定に適合するものとみなす。・・・

イ 形状が矩形であり、構造耐力上支障のある開口部又は欠き込み（以下「開口部等」という。）を設けないもの
ロ （省略）
ハ 形状が矩形であるものに開口部を設けたもので、かつ、当該直交集成板の剛剛性性及及びび耐耐力力のの低低減減ににつついいてて

特特別別なな調調査査又又はは研研究究のの結結果果にに基基づづきき算算出出ししたた上上でで構構造造耐耐力力上上主主要要なな部部分分ととししてて構構造造計計算算をを行行いい構構造造耐耐
力力上上安安全全ででああるるここととがが確確かかめめらられれたたもものの

・ 条文

5
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テキスト 2− 4

上図において長期では、床面に作用する鉛直荷重が一様な場合にAB間距離＞BC間距離であればC点に跳ね
上げ力が生じます。
ルート1を採用する設計を行う場合は、長期、短期で生じる跳ね上げ力は、想定していない力として壁パネル下部
に取り付く引張接合部に作用することになるので、跳ね上げ力を生じさせない設計が求められます。
長期の場合は、AB間距離：BC間距離の比を、11：：11..55～～22..00程程度度ににすするるここととでで跳跳ねね上上げげ力力がが生生じじなないい設設計計ととななりりまますす。
跳ね出し部分を有する床パネルの設計は、B点固定端モデルではなく支点反力の確認が長期、短期ともできるAC
間の連連梁梁モモデデルルととししてて設設計計すするるここととがが望望ままれれまますす。

・ 告示第611号 第四 床版 第三号の補足説明

ここでは、跳ね出しを有する床パネルの設計について補足説明します。

A B C

W1 W2

P

L1L2

連梁モデル

8

（3）告示第611号 第四 床版 第三号

床版に床パネル（一の直交集成板で、前号イからハまでのいずれかに該当するもの又はその形状が四角形であり、
かつ、その剛性及び耐力の低減について特別な調査若しくは研究の結果に基づき算出した上で構造耐力上主要
な部分として構造計算を行い構造耐力上安全であることが確かめられたものをいう、以下同じ。）を使用する場合
にあっては、床床パパネネルルをを、、平平行行すするる二二つつのの壁壁又又ははははりりにによよっってて、、構構造造耐耐力力上上有有効効にに支支持持しなければならない。ただし
特別な調査又は研究の結果に基づき、安全上及び使用上支障のないことが確かめられた場合にあっては、この限り
ではない。

・・・CLTパネル工法建築物についても他構造と同様に平19国交告第594号が適用され、同告示第二第三号ニの
規定により出が2ｍｍをを超超ええるる片片持持ちち部部分分ににはは、、鉛鉛直直震震度度をを1.0以以上上ととししたた検検定定がが必必要要であることに注意する。・・・・

・ 告示第611号 第四 床版 第三号の逐条解説文

図2.2.4-3 床パネルの支持方法

・ 条文

7
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テキスト 2− 5

・ 告示第611号 第四 床版 第四号の補足説明

①
面

内
せ

ん
断

力

②面内引張力＝離間力

耐耐力力壁壁線線

面内に作用する力は下図の
①と②の2つです。

床版に作用する力は、面面内内方方向向にに22つつ、、面面外外方方向向にに11つつ、、全全部部でで33つつあります。

ここでは、床版に作用する力と床構面の設計について補足説明します。

10

（4）告示第611号 第四 床版 第四号

床版に床パネルを使用する場合にあっては、床床パパネネルル相相互互はは、、構構造造耐耐力力上上有有効効にに緊緊結結しなければならない。
この場合において、床床パパネネルル相相互互がが接接すするる線線とと耐耐力力壁壁線線がが交交ささすするる部部分分はは、、当当該該部部分分にに生生ずずるる引引張張応応力力をを
伝伝ええるるよよううにに緊緊結結しなければならない。

第一号に解説したように、建築物に水水平平力力がが作作用用すするるとと床床版版にに面面内内ののせせんん断断応応力力とと引引張張応応力力がが生生じじるる。床パ
ネル相互の接合部においてもこれらの力が安全に伝達されなければならない。既往の振動台実験試験体およ
び設計事例の多くでは写真2.2.4-1のように、せせんん断断接接合合部部ととししててビビスス打打ちち合合板板ススププラライインン（（ややとといいざざねね））、、引引張張
接接合合部部ととししててビビスス打打ちち鋼鋼板板が用いられている。

・ 告示第611号 第四 床版 第四号の逐条解説文

写真2.2.4-1 床パネル相互接合部の例

ビス打ち鋼板
ビス打ち合板スプライン

・ 条文

9
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テキスト 2− 6

逐条解説文：・・・せせんん断断接接合合部部ととししててビビスス打打ちち合合板板ススププラライインン（（ややとといいざざねね））、、引引張張接接合合部部ととししててビビスス打打ちち鋼鋼板板・・・

ビス打ち鋼板

ビ
ス
打

ち
合
板
ス
プ
ラ
イ
ン

床床パパネネルル相相互互がが接接すするる線線とと
耐耐力力壁壁線線がが交交ささすするる部部分分

スプライン（spline）：長い薄板

やといざね：2材を接合するにあたって母材以外の材料を使う方法

①面内せん断力に対しての接合＝合板スプライン

②面内引張力に対しての接合＝ビス打ち鋼板

③面外引張力に対しての接合＝ビス打ち鋼板

ビス打ち鋼板は、床面内に生じる引張力
と

壁パネル、垂れ壁パネルの角から床面に
面外方向に作用する力で生じる引張力の
2つの力に抵抗します。

水水平平構構面面のの構構成成にに必必要要なな接接合合

12

③面外引張力＝離間力

耐力壁パネル、垂れ壁パネルに水平力が作用すると。床構面に対して面外方向に突き上げる力が作用します。

面外に作用する力は下図の1つがある。

床床版版をを突突きき上上げげるる力力

11
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テキスト 2− 7

・ 引張接合部に用いるビス打ち鋼板

引引張張接接合合部部にに用用いいるるビビスス打打ちち鋼鋼板板は
（公益財団法人）日本住宅・木材技術センターの規格・制定
している左図のククロロススママーークク表表示示金金物物ののSSTTFFがあります。

形状は、長さ1010mm、幅160mm、厚さ3.2mm
使用するねじ：タッピンねじ 40-STS・C65

耐力は、告示第611号第十第2項第八号で規定している短期
許容引張耐力52ｋN以上を有しています。

SSTTFFは、壁パネル及び周辺の金物を避けて耐力壁線の近くに耐力壁線と平行に配置することになります。

14

・ せん断接合部に用いるビス打ち合板スプライン（やといざね）の構成例

13

ｂ
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テキスト 2− 8

床構面の耐力壁線十字部での引張金物STFの納まりは
耐耐力力壁壁のの端端部部にに取取りり付付くく引引張張金金物物、、耐耐力力壁壁中中央央付付近近にに
配配置置さされれるるせせんん断断金金物物にに干干渉渉ししなないい位位置置にに配配置置する必
要があります。
せん断金物の位置をずらしてSTFを納めることがあります。

引張金物

せん断金物

床床パパネネルルCC 床床パパネネルルDD

床床パパネネルルAA 床床パパネネルルBB

16

・ クロスマーク金物STFの配置例

鋼鋼板板配配置置数数はは1199箇箇所所 鋼鋼板板配配置置数数はは1122箇箇所所

各各区区画画のの短短辺辺方方向向にに床床パパネネルルをを割割付付ししたた金金物物配配置置のの例例

X0 X5 X10

Y0

Y8

Y4

引張金物STF

階段室

A金物

A金物

右図の床パネル割りは、床パネル幅、長さを左図より大きくして、床パネルの突合せ箇所数を
減らしています。
また、床版中央の耐力壁交差部X5/Y4は、1枚パネルを跨がせて割付を行い、金物を配置し
ない様にしています。
床床パパネネルルのの割割付付にによよりり、、引引張張金金物物、、合合板板ススププラライインンのの数数がが左左右右さされれまますす。

X0 X5 X10

Y0

Y8

Y4

引張金物STF

階段室

：耐力壁線部分

：床パネル部分

タタテテ方方向向にに長長いい床床パパネネルルをを割割付付ししたた金金物物配配置置のの例例

A金物

A金物

15
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テキスト 2− 9

告示解説書の図には出隅部に金物表示はありませんが、風圧
力が作用した際には、耐風梁に作用する力が耐風梁の支点から
緊結している耐風梁に伝わるようにしておく必要があるので、金金物物、、
ビビススななどどをを用用いいてて交交差差すするる耐耐風風梁梁相相互互をを緊緊結結する必要があります。

告示解説書の左の写真は、上図の側面を示しています。
使用されているA金物はクロスマーク金物ではありません。
クロスマーク金物STFを用いた場合は、ラミナの木口にビスが留め
付けられることになるので、所定の耐力がでません。よって、床床パパネネ
ルル側側面面ににははSSTTFFはは、、使使用用ででききなないいので注意が必要です。

A金物

A金物

・ 告示第611号 第四 床版 第五号の補足説明

ここでは、耐風梁の設計について補足説明します。

耐風梁は耐力壁線上の頭つなぎとして機能するので、耐耐風風梁梁のの端端
部部はは、、隣隣接接すするる床床パパネネルルにに緊緊結結する必要があります。

18

（4）告示第611号 第四 床版 第五号

吹抜きその他床版を設けない部分で外壁に接する部分は、はりを設けることその他の方法により風圧力その他の
外力に対して構造耐力上有効に補強しなければならない。

・・・図2.2.4-5のように耐風梁等により外壁面に作用する風圧力に対して有効に補強する。また、耐風梁についても
頭頭つつななぎぎととししててのの性性能能をを確確保保すするるたためめにに、、耐耐風風梁梁端端部部とと床床版版のの間間にに引引張張接接合合部部をを設設けけるる必要がある。

・ 告示第611号 第四 床版 第五号の逐条解説文

写真2.2.4-2 耐風梁-床パネル間引張接合部の例図2.2.4-5 耐風梁の配置例

A金物

A金物

・ 条文

写真の引張金物は
クロスマーク金物STFでは
ありません。
オリジナルのA金物です。

床床パパネネルル 耐耐風風梁梁

22階階壁壁パパネネルル

11階階壁壁パパネネルル

腰腰壁壁パパネネルル

垂垂れれ壁壁パパネネルル

撮
影
方
向

17
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テキスト 2− 10

告示第611号の告示解説書の補足説明は、以上となります。

本セミナーの内容や告示第611号に対するお問合せなどがありましたら
一般社団法人 日本CLT協会のホームページに

「お問合せ・ご相談」コーナーを設けていますので
お気軽にお問合せ下さい。

20

クロスマーク金物STFを用いた場合の耐風梁の構成例

第十ルート1の設計を採用する場合は、第十第2項第八に「・・・耐力壁線上に設けるはりその他の横架材を緊結す
る場合にあっては、・・・短期に生ずる力に対する許容引張力が一箇所当り52キロニュートン以上・・・」とあるので、
SSTTFFででああれればば支支障障ののなないい引引張張接接合合部部ににななりりまますす。
右図の構成において上階に耐力壁パネルがあり耐力壁端部の引張金物のボルトが干渉する場合及び壁中央部
に配置するせん断金物が干渉する場合は、STF金物が納まらないので注意が必要です。
右図で上階に耐力壁を設けたい場合は、告示解説書の写真にあるオリジナルのA金物を側面に配置して設計する
方法が簡便です。 19
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テキスト 3

構造設計の手引き
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